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2.1.2 地球規模水循環変動の包括的で持続的な統合観測戦略 
 

水循環変動は、局所的であると同時に地球規模であり、短期変動と長期変動を有しており、

様々な時空間スケールの諸現象が相互に関連して生じる。したがって、大気－陸域－海洋の

水循環に関わる諸量を総合的に、局地的観測と地球規模の観測を統合化して、長期に継続し

て観測する体制の確立が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 そこで国際協力の下に、水循環要素を総合的に計測する高度集中観測拠点（以下、スーパーサ

イトとよぶ）を地域代表性の高い所に設置し、水文・気象の現業観測と経済性に優れた多点観測

とを組み合わせて地上観測ネットワークを構築する。また観測データのオンライン収集と品質管

理体制を強化する。同時に衛星による地球規模水循環観測を継続、発展させる。地上観測は地域

に密着した水文・気象情報の提供とともに衛星観測の検証機能を有し、衛星観測は包括的で広域

の水循環情報提供の機能を有する。このように地上観測と衛星観測とを組み合わせて運用する戦

略が必要である。 

複数システムからなる全球地球観測システム 

（Global Earth Observation System of Systems，GEOSS） 
 
健全な意思決定のために包括的で、品質の高い、長期的な地球観測情報の提供をめざす GEOSS
は、観測システム、社会経済データ、地球システムモデルから構成される。現場観測、航空機観測、

衛星観測を統合的に利用し、モデルとの同化によって時間空間的に連続したプロダクツをつくる。

さらに、これらのプロダクツと社会・経済データとを組み合わせて地球システムモデルに入力して、

高度な計算資源や可視化ツールを用いて政策決定や管理決定に有用な情報へと変換し、配信するシ

ステムである。GEOSSは柔軟に社会的ニーズに対応できるシステムでなければならない。 
GEOSS は既存の観測システムやデータ配布システムを一つの新しい国際組織に併合して、単一

の集中管理型のシステムを構築することではなく、既存システムの空白や不必要な重複を明らかに

し、全体のシステムとして最適化し、その継続的な運用を目指す。同時に、分野間、地域間の観測

データや情報の相互運用性を高め、データを統合化し情報を融合させることによって、単一分野や

地域の努力のみでは得られない創造的価値を有する情報を生み出すことを目的としている。 
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スーパーサイトの設置には、わが国がアジア、特に東アジア、東南アジア各国と進めてきた国

際共同研究の経験、実績を踏まえ、これを強化する戦略が妥当である。とくに、アジアモンスー

ン域では、世界気候研究計画（WCRP：World Climate Research Programme）傘下の国際プロ
ジェクトとして、1995～2004年に我が国のイニシャティブによりアジアモンスーンエネルギー・
水循環研究観測計画（GAME:GEWEX Asian Monsoon Experiment）が実施され、1998年夏に
は中国のチベット高原、淮河流域、タイのチャプラヤ流域において、ドップラーレーダや陸面で

のフラックス観測タワーなどを設置した集中観測データを取得し、大きな研究成果を上げている。

またロシアのシベリア・レナ河流域では 2000 年度に航空機を用いた広域かつ集中的な観測が実
施された。またわが国のリーダーシップにより、WCRP傘下の国際プロジェクトとして統合地球
水循環強化観測期間 (Coordinated Enhanced Observing Period〈CEOP〉）が実施された。これ
らの観測資源の効果的利用が望まれる。 

統合地球水循環強化観測期間プロジェクト(CEOP) 

  
 CEOP とは，地上観測研究グループ、衛星機関，気象機関が協力して、局所的～地域規模～地球規
模の 2002年 10月から 2004年 12月までの全球水循環過程のデータセットを作成し、それを用いて水・
エネルギー循環プロセスの理解と予測研究、モンスーンシステムの研究、地球規模の広域予測情報を

流域規模にダウンスケーリングする研究をおこなう世界気候研究計画の国際プロジェクトである。 
 世界 35ヵ所の観測拠点において取得された水・エネルギー循環に関する詳細な観測データが、観測
研究者による品質チェックの後、米国大気科学大学連合に送付され、統一フォーマットに変換されて、

相互に使いやすい形で公開されている。また、各衛星機関の協力を得て、５機の大型衛星を含む利用

可能な全ての地球観測衛星データを収集・編纂し、東京大学と宇宙航空研究開発機構が協力して、地

上観測拠点を中心とする 250km四方のデータ、４つのモンスーン領域のデータ、全地球スケールのデ
ータセットを作成し、順次公開している。また、世界 11の数値気象予報センターやデータ同化センタ
ーが協力して、各数値モデルの計算結果をドイツのマックスプランク研究所に送付し、同研究所では

これらのデータをデータベース化して公開している。 
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